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戦
後
80
年
、
平
和
の
思
い
を

未
来
へ
つ
な
ぐ

「
未
来
の
子
へ
平
和
な
地
球
を
手
渡
そ
う
」

戦
争
の
記
憶
を

つ
な
ぐ
た
め
に

13
歳
の
戦
争
体
験
記

大
和
市
の
語
り
部

高
橋
則
文
さ
ん（
92
歳
）
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平和を見つめる
ピースリングバスツアー参加者募集
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北村明延さん　
গ೥ฌʹ͠ئࢤதࠃʹग़੐ͨ͠
౰͕ऀࣄ૖ઈͳઓ࣌ମݧΛޠΔ

兼田智子さん　
୆࿷গ೥޻とͷ࣮࿩Λݩʹͨ͠
ډhࣳࢴ ୔ͷ΄Β݀۔ Λɦ্ԋ

堀見智子さん　
ֶੜ࣌୅Λաͨ͝͠広ౡͰͷݪര
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樋口豊子さん　
େۭऻͷՐͷւͷதɺࡀ�と2೥
ੜͷఋとඞࢮͰಀ͛ͨهԱΛޠΔ

私
の
住
む
深
見
の
周
辺
に
は
日
本

一
と
言
わ
れ
た
迎
撃
戦
闘
基
地
、
厚

木
海
軍
航
空
隊
が
あ
り
、
首
都
防
衛

の
要
と
し
て
私
た
ち
の
空
を
守
り
、

小
学
校
の
上
空
を
飛
び
立
っ
て
奮
戦

し
て
い
た
。
深
見
地
域
は
航
空
機
生
産
工
場
が
連
立
す
る
工

場
地
帯
で
、
新
た
な
工
場
の
建
設
現
場
へ
行
っ
て
は「
こ
こ
で

飛
行
機
を
作
る
ん
だ
」と
後
先
考
え
ず
、
自
慢
し
て
騒
い
で
い

た
。
し
か
し
、
戦
争
が
激
し
さ
を
増
す
と
、
建
設
中
の
工
場

は
た
ち
ま
ち
攻
撃
の
標
的
と
な
っ
た
。
私
は
終
戦
の
年
に
、

国
民
学
校
高
等
科（
今
の
中
学
校
）の
１
年
生
だ
っ
た
。

１
９
４
４
年
11
月
、
我
が
家
の
上
空
に
Ｂ
2�
の
機
影
を
見

た
。
私
た
ち
が
初
め
て
見
た
敵
機
だ
っ
た
。
そ
の
数
日
後
の

夜
半
に
、近
く
の
畑
に
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
。
轟ご

う

音
と
と
も
に
、

大
和
市
の
語
り
部
が
戦
争
体
験
を
語
る
動
画
を
Ｙユ

ー

チ

ュ

ー

ブ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
で
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
当
時
の
記
憶
を
も
と
に
語
る
言
葉
に
は
、
戦
争
の
現
実

と
命
の
重
み
、
平
和
へ
の
願
い
が
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。
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■広島の高校生と被爆者
が共同制作した

「原爆の絵」の複製画

■原爆投下時の
広島のようすを
VRで疑似体験
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■松本零士作「音速雷撃隊」
の漫画パネル展、
OVAアニメ上映ブース
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と
子
ど
も
が
声
を
掛
け
合
っ
て
頑
張
っ
た
。
７
月
か
ら
の
戦

況
は
更
に
激
し
く
、
搭
乗
員
の
顔
が
分
か
る
ほ
ど
の
低
空
で
、

Ｐ
51
が
基
地
周
辺
を
飛
び
回
っ
て
い
た
。

８
月
15
日
に
終
戦
と
な
り
、
空
襲
は
な
く
な
っ
た
が
、
私

た
ち
は
新
た
な
恐
怖
に
怯お

び

え
た
。
ア
メ
リ
カ
軍
の
先
発
隊
が

８
月
2�
日
に
厚
木
基
地
に
進
駐
し
、
�0
日
に
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー

が
こ
の
大
和
に
来
る
と
い
う
。
何
を
さ
れ
る
か
分
か
ら
な
い
、

と
姉
た
ち
は
厚
木
の
七
沢
に
疎
開
し
た
。
残
っ
た
母
と
私
は

途
方
に
暮
れ
た
が
、
小
さ
な
弟
が
私
の
引
く
リ
ヤ
カ
ー
の
後

ろ
を
押
し
、
涙
を
拭
き
な
が
ら
頑
張
っ
た
。
厚
木
基
地
で
は

戦
争
は
終
わ
ら
ず
、
反
乱
が
起
こ
っ
て
い
た
。
基
地
の
反
乱

は
22
日
ま
で
続
き
、
翌
日
に
武
装
解
除
、
厚
木
海
軍
航
空
隊

は
解
散
し
た
。

※
広
報
課
抜
粋
、
要
約
。
文
中
の
年
齢
は
数
え
年
。

全
文
は
下
の
コ
ー
ド
で
ご
ら
ん
に
な
れ
ま
す
。

雨
戸
が
爆
風
で
吹
き
飛
ば
さ
れ
た
。
私
た
ち
は
何
が
起
き
た

の
か
分
か
ら
ず
、
暗
闇
の
中
、
崖
下
の
穴
で
夜
を
明
か
し
た
。

翌
日
、
数
百
メートル
離
れ
た
現
場
に
、
火
山
の
噴
火
口
の
よ
う
な

爆
撃
坑
が
あ
っ
た
。
爆
撃
の
破
壊
力
を
知
り
、
崖
下
に
深
い

防
空
壕ご

う

を
掘
っ
た
。

１
９
４
５
年
３
月
の
東
京
大
空
襲
以
降
、
空
襲
警
報
の
発

令
が
多
く
な
っ
た
。
こ
の
頃
、建
設
中
の
軍
需
工
場
と
と
も
に
、

わ
ず
か
�0
戸
の
集
落
を
米
軍
の
戦
闘
機
が
襲
っ
た
。
私
は
警

報
と
共
に
黒
い
Ｐ
51
の
機
影
を
見
た
。「
こ
れ
は
近
い
」と
、

近
く
の
山
林
に
逃
げ
込
む
。
Ｐ
51
の
機
銃
掃
射
は
山
林
の
木
々

を
な
ぎ
倒
し
、
弾
丸
は
容
赦
な
く
集
落
に
集
中
し
た
。
数
か

所
か
ら
火
の
手
が
上
が
り
、
藁わ

ら

葺ぶ

き
屋
根
か
ら
上
が
っ
た
火

の
粉
は
南
風
に
煽
ら
れ
て
黒
煙
に
変
わ
っ
た
。
私
は
次
兄
と

と
も
に
家
の
周
り
を
飛
び
回
っ
て
火
を
消
し
止
め
、
母
家
を

守
っ
た
。
焼
け
落
ち

た
家
の
柱
も
、
屋
敷

境
の
大
木
も
黒
焦
げ

だ
っ
た
。
12
棟
が
全

焼
、
３
人
の
同
級
生

が
家
を
失
っ
た
。

６
月
に
な
る
と
、

「
後
を
頼
む
」と
次
兄

は
兵
役
に
行
き
、
い

つ
帰
る
と
も
分
か
ら

な
い
。
1�
歳
の
私
は

託
さ
れ
た
田
畑
を
守

り
、
家
族
を
支
え
て

い
か
な
け
れ
ば
と
い

う
自
負
が
あ
っ
た
。

防
空
頭
巾
を
背
負
っ

て
の
畑
仕
事
、
女
性

特
集
２
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